
　田平町下寺免に拠点
を構え、ドローンによる
農薬散布、空撮及びド
ローンスクールの主催を
主な事業として展開する
「Field Drone Service」は
令和４年４月に設立されたばかりの若い事業所だ。
　今号では代表の前田洋志さんと、共に事業を
展開している次男の大樹さんを紹介する。

　設立のきっかけを聞くと、代表の洋志さんが定
年退職後、新たに勤務した田平まちづくり協議会
（田平まち協）に活動の原点があったという。
　田平まち協は、平成29年の発足当初からドロー
ン事業に取り組んでおり、田平まち協に勤めるこ
ととなったのも「ドローンの操作ができるよ」と
いう言葉がきっかけだったと笑う洋志さん。令和
２年からは、米農家の「狭小や不整形な水田、ま
た山間地の水田では、従来の無人ヘリコプターに
よる農薬散布ができず労力が大きい」といった声
に対応するため、ドローンでの農薬散布事業を開
始した。
　しかし、農薬散布をメインにドローン事業を展
開する中、「需要が多く追いつかない」という一
つの課題に直面する。
　その状況の中、洋志さんは、まち協以外にもド
ローンで農薬散布を行える事業者を確保・育成す
る必要があると考え、事業者確保に奔走したが難航。

結果として対
応できる事業
者を見つける
ことができな
かったと当時
を振り返る。

　「それならば、自分でやればいい」と洋志さんは独立を決断。
大学で航空工学を学んだという自身のバックボーンと、「前例
は自ら作るもの」というパイオニア精神が、その決断の根底に
あった。
　メイン事業の農薬散布には、ドローンを操縦するオペレーター
だけでなく、ドローンの位置を正確に観察しオペレーターに伝
える補助者が必要不可欠となる。
　そこで独立に当たり白羽の矢を立てたのが、次男の大樹さん。
当時大樹さんは就職のため上京していたというが、洋志さんか
らの要請に応え帰郷を決意。
　現在は二人三脚で事業運営を行っており、農家の方から「助か
ったよ」という声を聞けたときや、ドローンスクールでドローン
を飛ばすことを「楽しい」と言ってもらえたときにやりがいを感
じると２人は声を揃える。

　ドローンは個人でも購入できるが、航空法などによる規制が
あることに加え、比較的新しい技術のため法規制が短期間で改
正されることもあって、知らず知らずのうちに違法なフライト
をしてしまう人もいる。「多くの人にルールを知ってもらうこ
とも自分たちの使命だ」と洋志さんは話す。
　今後の事業運営に関しては、施設管理における目視が難しい
箇所の点検などに幅広くドローンを活用するとともに、いずれ
は自身が運営するドローンスクールを、無人航空機操縦士（国家
資格）取得に対応した教習所にしたいとの展望を語ってくれた。
　一方の大樹さんも、現在、二等無人航空機操縦士の取得に向
けて業務のかたわら邁進中だと言い、後進は着実に育っている。
　事業に用いるドローンの更新など課題もあるというが、今後
さらなる活用が期待される技術と、今後を担う若き人材。この
掛け合わせに、何か大きな可能性を感じたのだった。

一等無人航空機操縦士
【Field Drone Service 代表】

【Field Drone Service 】

かつて志した空の仕事へ

今後を担う技術と若き人材
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編集後記
　会派の一部改編により、今号から松尾議員が広報特別委員会に加わりました。新メン

バーを迎え、改めて議会だよりの役割についてディスカッションする中で、伝えたいこ

とが多く、ついつい文字が多くなってしまう。結果的に読んでもらえないという課題を

どう解決するかが話題となりました。幾度となく検討していることではありますが、文

字を削ぎ落とすことの難しさに、「前例踏襲」これまで通りを続けていることを反省し

ました。そこで、先ずは、「隗から始めよ！」と、広報委員の一般質問の原稿を見直す

こととしました。小さな一歩ですが、一歩前進です。

　取材させていただいた前田さんが、「前例は自ら作るもの」と言っていました。新し

いことを始めたり、これまでしていたことを変えるには、勇気も含め、いろんなエネル

ギーが必要です。前例を作る前田さんの姿もエネルギーとして、読んでもらえる議会だ

よりになるよう工夫を続けたいと思います。議会だよりについて、ご意見・ご要望など

がございましたら、どうぞお気軽にご連絡ください。 　　　　　　　　（針尾　直美）

　

・・・  今議会 ここに注目！
・・・  決算特別委員会レポート
・・・  所管事務調査報告（産業建設文教委員会）　　
・・・  政務活動報告／審議された案件と結果
・・・  一般質問
・・・  議会構成の変更について
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このコーナーでは、平戸市で活躍する

人や団体にスポットをあて、ご紹介します。

まえだ　　　ひろ し 

前田　洋志 さん （６７歳）・左

ひろき

大樹 さん （３０歳）・右

ドローンによる水田への農薬散布ドローンによる水田への農薬散布

はじめは軽い気持ちから

「北松農業高等学校ドローンスクール」
で講師を務める 洋志さん。（中央）
田平まち協在籍時から設立に関わり、
現在、自身の事業と別に本スクールでの
ドローン操縦士育成にも携わっている。
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事業概要
　総合運動公園ライフカントリー多目的グラウン

ド横の法面崩落などに伴う対策工事を行うもの。

工事概要
　法面対策工事、フェンス設置

委員会での主な論議（産業建設文教委員会）

　令和６年度平戸市一般会計補正予算（第５号）中、社会体育施設改修事業

ライフカントリー多目的グラウンド横の法面対策工事を実施
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市有財産の無償譲渡について

関連 平戸市シルバーワークプラザ条例の廃止について

シルバーワークプラザを（公社）平戸市シルバー人材センターに無償譲渡

シルバーワークプラザ（外観）

提案理由
　現在指定管理施設となっている平戸市シルバーワークプ

ラザ（鏡川町）について、令和７年４月１日付で（公社）

平戸市シルバー人材センターに無償譲渡を行うため、議

会の議決を求めるとともに、関連する設置条例の廃止を

行うもの。

　　土地については無償貸与の予定とのこと
　だが、どのような理由からか。
　
　　建物は、公共施設等総合管理計画において

本施設の譲渡を踏まえた方向性が示され、

相手方と協議の結果、令和６年度中に修繕

を行った上で譲渡することとしたが、土地

は、相手方からすると固定資産税の負担増

や管理の問題から貸付となった。市として

も所在地の状況を鑑みれば、将来的な土地の

利活用度は高いと判断した。

　　寄附金は微増しているものの最も多かった年度の３分の１程度である。今後、寄附金が増える
　見込みはあるのか。
　
　返礼品は約600種類だったものが、当該業務委託後は約1,600種類に増えるなど、委託業者も努

力している。新商品開発とともに、寄附金が増えるような方策も考え取り組んでいきたい。

　　シルバー人材センターの会員も減少傾向
の中、今後の施設運営を危惧するがどのよ
うに考えているのか。

　　会員減少に伴い、今後経営状況は厳しく

なることも考えられるが、現状、法人とし

ては、国・市の運営支援を受けながら黒字

運営であり、引き続き健全な運営に努めて

もらえれば施設の修繕・更新も含め事業継

続できるものと考えている。

　　法面崩落の要因は、市有地と民地のどち
　らか。また、どのような対策を行うのか。

　　市有地から民地にかけて崩落し土砂が流

れ込んでいる。対策は、市有地と民地の境

目に石積みし、法面の崩落を抑える工事を

計画している。

意見　フェンス設置については、子どもたち

　の安全が保たれるような施工をお願いした

　い。

　　利用者の安全を第一に考え、現場を確認

　し必要があれば対策を行っていく。

　　指摘箇所は（工事の目的を達成していな
　い不当事項とされたことを踏まえ）国庫補
　助金を返還する必要はないのか。

　　本来ならば、不当と指摘を受けた国庫補

助金は国に返還する必要があるが、今回

の補正予算において補強工事を行うこと

で、既存の落石防止網の安全性が確保さ

れることから、返還の必要はないと聞い

ている。

　　今後こういった事態が起こらないための
　対策は考えているのか。

　　林道などの落石対策工事については、国

が示している指針を再確認するとともに、

専門のコンサルタント業者に設計委託を

行うなど、再発防止に取り組んでいく。

　令和４年度に実施した「林道宇戸線落石防

止工事」について、会計検査院による実地検

査の結果、「施工している落石防止網では必

要とされる安全率を下回っており、安全が確

保されておらず工事の目的を達成していない」

と指摘を受けたことを踏まえ追加の補強工事

を行うもの。

委員会での主な論議（総務厚生委員会）

事業概要
　ふるさと納税制度を活用した「やらんば！平戸」応援寄附金Webサイト運営

や返礼品事業者の開拓、寄附受付などの業務を民間事業者に委託するもの。

（令和７年～令和10年度にかけ、２億5,800万円を限度とする※債務負担行為を設定）

※債務負担行為…契約などで発生する翌年度以降の債務の負担を、あらかじめ当年度に

　　　　　　　　定めておくこと。実際の支出時には改めて歳出予算への計上が必要。　　　　　　　　

委員会での主な論議（産業建設文教委員会）

委員会での主な論議（総務厚生委員会）

今後、ふるさと応援寄附金が増えるような方策を

　
令和６年度平戸市一般会計補正予算（第７号）中、林道整備事業

会計検査院からの指摘を踏まえ、落石防止網の補強工事を実施

令和６年度平戸市一般会計補正予算（第７号）中、ふるさと応援寄附金推進業務

令和６年11月

臨時会

（11月13日）

令和６年12月

定例会

（12月２日～17日）

 二次元コードから委員長報告全文をご覧いただけます。

事業概要

①法面対策 ②フェンス ③フェンス
ア‥市有地　　イ及びウ‥民地

とかいせんとかいせん
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平
成
13
年
度
に
平
戸
市
男
女
共
同
参

画
計
画
を
作
成
し
、
本
市
も
い
ち
早
く
取

り
組
ん
で
き
た
が
意
識
の
醸
成
が
で
き
て

い
る
の
か
。
地
方
で
は
特
に
男
女
共
同
参

画
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
感
じ
る
た
め
、

社
会
全
体
で
意
識
を
持
つ
た
め
に
も
そ
の

ベ
ー
ス
を
し
っ
か
り
押
さ
え
、
働
き
方
改

革
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
り
組

み
を
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が
が
。

　
　

こ
れ
ま
で
周
知
も
し
て
き
た
が
、
思

う
よ
う
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
男
女
共
同
参
画
計
画

に
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
関
す

る
指
標
を
掲
げ
て
い
る
た
め
、
周
知
も
含

め
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
日
常
業
務
を
通
じ
た
研
修
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）

は
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た
が
、
あ

ま
り
推
進
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

今
後
人
口
減
少
が
進
む
中
、
現
在
の
職
員

数
も
維
持
で
き
な
く
な
り
、
職
員
の
資
質

向
上
・
意
識
改
革
の
た
め
に
も
早
く
手
を

打
つ
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て

若
手
職
員
が
講
師
に
な
っ
て
研
修
を
行
う

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業

職
員
研
修
事
業

地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

高
齢
者
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事
業

安
心
出
産
支
援
事
業

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
（
※
）

地
域
公
共
交
通
事
業
者
支
援
事
業

令
和
４
年
度
平
戸
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
Ｏ

Ｊ
Ｔ
を
促
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況

も
把
握
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

窓
口
で
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
が
我
慢

せ
ず
声
を
上
げ
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

令
和
６
年
度
に
初
め
て
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
中
で
あ

る
。
直
接
相
談
が
で
き
る
職
員
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
設
置
し
て
い
る
た
め
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
令
和
５
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事

業
が
決
算
に
出
て
き
て
い
な
い
が
、
実
績

が
無
か
っ
た
の
か
。

　
　

令
和
４
年
度
に
本
事
業
の
取
組
主
体
で

あ
る
組
合
が
設
立
さ
れ
、
令
和
５
年
度
か
ら

本
事
業
で
派
遣
す
る
人
材
の
募
集
に
関
し
て
、

派
遣
し
て
も
ら
う
企
業
側
の
開
拓
も
含
め
取

り
組
ん
だ
が
、
結
果
と
し
て
雇
用
に
繋
が
ら

ず
、
実
績
が
無
か
っ
た
。

　
　
こ
の
事
業
は
令
和
５
年
度
か
ら
の
新

規
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
実
績
が
無
か
っ

た
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
が
。

　
　

令
和
６
年
度
で
は
派
遣
す
る
人
材
雇

用
の
目
途
が
立
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
今

後
こ
の
組
合
が
う
ま
く
機
能
す
る
よ
う
、

市
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

※
特
定
地
域
づ
く
り
事
業　
季
節
の
労
働

需
要
に
応
じ
て
複
数
の
仕
事
を
組
み
合
わ

せ
年
間
を
通
じ
た
仕
事
を
創
出
し
、
共
同

し
て
職
員
を
雇
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

者
へ
派
遣
す
る
取
り
組
み
を
行
う
組
合
に

対
し
補
助
を
行
う
も
の
。

　
　
タ
ク
シ
ー
台
数
の
減
少
に
伴
う
運
転

手
確
保
の
た
め
、
運
転
手
を
雇
用
す
る
事

業
者
に
対
す
る
補
助
を
行
う
に
あ
た
り
、

タ
ク
シ
ー
事
業
所
就
職
後
３
か
月
以
上
勤

務
す
る
こ
と
が
補
助
要
件
と
の
こ
と
だ
が
、

最
低
で
も
１
年
の
勤
務
を
要
件
と
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

補
助
要
件
の
期
間
が
短
い
と
い
う
意

見
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
令
和
５
年
８
月

に
北
部
地
区
タ
ク
シ
ー
事
業
所
廃
業
に
伴

っ
て
緊
急
対
応
し
た
。

　
　
タ
ク
シ
ー
は
「
地
域
公
共
交
通
」
の

中
に
位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
の
平
戸
市
公
共
交
通
計
画
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
令
和
６
年
度
中
に
、

令
和
７
年
か
ら
の
５
か
年
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
事
業
者
の
意
見
も

踏
ま
え
、
タ
ク
シ
ー
を
含
め
た
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
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予
算
額
に
対
し
不
用
額
が
大
き
い
理

由
は
何
か
。

　
　

当
初
、
こ
の
地
域
福
祉
計
画
の
中
間

見
直
し
策
定
に
当
た
っ
て
は
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
へ
の
業
務
委
託
を
予
定
し
て
い
た
が
、

応
札
し
た
業
者
が
無
く
、
自
前
で
の
策
定

に
踏
み
切
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
本
計
画
は
本
市
の
社
会
福
祉
行
政
全

般
に
か
か
る
基
本
的
指
針
と
さ
れ
て
い
る
。

必
ず
し
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
頼
ら
な
く

て
も
よ
い
と
は
思
う
が
、
計
画
と
し
て
充

足
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

法
改
正
や
各
種
計
画
と
の
整
合
性
を

図
る
と
と
も
に
、
平
戸
市
地
域
福
祉
計
画

等
策
定
委
員
会
の
委
員
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
見
直
し
て
お
り
、
計
画
と
し
て
充
足

す
る
内
容
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
、
い
き
い
き
お
で

か
け
券
（
基
本
券
）
が
５
千
円
か
ら
９
千

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
利
用
率
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
の
申
請
率
は
63
・
54
％

で
、
前
年
度
比
１
・
14
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
。

　
　
利
用
さ
れ
て
な
い
理
由
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
利
用
し
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
設
問
は
設
け
て
い
な
か
っ
た
。
今
後

ア
ン
ケ
ー
ト
に
盛
り
込
む
な
ど
し
て
把
握

し
た
い
。

　
　
ガ
ソ
リ
ン
代
や
買
い
物
券
と
し
て
の

利
用
を
認
め
る
と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

本
券
は
あ
く
ま
で
も
高
齢
者
の
外
出

支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
。
生
活
支
援
と

は
性
質
が
異
な
る
上
、
適
切
な
利
用
の
確

認
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
事
務
処
理
上
で

の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

　
　
担
当
課
の
事
業
評
価
と
し
て
、
今
後

改
善
・
見
直
し
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
　

市
外
産
婦
人
科
へ
の
妊
婦
一
般
健
康

診
査
に
要
す
る
交
通
費
や
、
離
島
地
域
妊

婦
の
出
産
前
宿
泊
費
の
助
成
と
し
て
、
離

島
地
域
住
民
４
万
円
、
離
島
地
域
以
外
の

住
民
に
は
１
万
５
千
円
を
補
助
し
て
い
る

が
、
制
度
開
始
か
ら
数
年
が
経
過
し
交
通

費
も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７

年
度
に
お
い
て
交
通
費
を
中
心
に
見
直
す

予
定
と
し
て
い
る
。

　
　
離
島
地
域
等
の
住
民
が
出
産
前
に
産

婦
人
科
付
近
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
り
た
い

と
思
っ
て
も
、
直
前
で
の
宿
泊
施
設
の
予

約
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
が
多

い
と
見
込
ま
れ
る
佐
世
保
市
な
ど
の
宿
泊

施
設
と
提
携
を
結
び
、
優
先
し
て
受
け
入

れ
て
も
ら
う
手
立
て
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

安
心
し
て
出
産
し
て
も
ら
う
こ
と
が

最
優
先
だ
と
考
え
る
。
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
妊
婦
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

平戸市の令和５年度決算はいずれも認定

　令和６年９月20日～10月３日まで（うち審査日６日間）

決算特別委員会が開催され、令和５年度決算の審査を

行いました。

　ここでは、本特別委員会で主に論議があった項目を

掲載しています。
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決算審査を行った９人の委員

　
　
佐
世
保
県
北
の
二
次
医
療
圏
に
お
け

る
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
に
か
か
る
事

業
費
の
う
ち
、
本
市
の
負
担
金
が
構
成
自

治
体
の
中
で
一
番
高
い
と
の
こ
と
だ
が
、

緊
急
搬
送
者
の
う
ち
本
市
か
ら
の
搬
送
者

は
全
体
の
約
12
％
と
な
っ
て
お
り
、
負
担

額
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

　
　

構
成
自
治
体
は
平
戸
市
・
松
浦
市
・

佐
世
保
市
・
佐
々
町
だ
が
、
佐
世
保
市
の

事
業
対
象
エ
リ
ア
が
旧
北
松
地
域
の
み
で

あ
り
、
按
分
の
際
、
平
戸
市
が
割
合
的
に

高
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
構
成
市
町
で
、

二
次
医
療
圏
の
輪
番
制
に
対
す
る
負
担
金

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
お
り
、
搬
送
実
績

も
含
め
て
按
分
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。

一
方
こ
の
負
担
金
は
北
松
中
央
病
院
に
対

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
搬
送
実
績
が
あ
る

佐
世
保
中
心
部
の
大
規
模
病
院
に
対
し
て

の
負
担
金
は
生
じ
て
い
な
い
状
況
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
含
め
検
討
し
て
い

る
。
年
度
以
降
は
、
財
政
部
局
と
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数

は
減
っ
て
い
る
が
、
就
業
延
べ
人
員
や
契

約
金
額
が
増
え
て
い
る
要
因
は
何
か
。

平
戸
産
品
販
路
開
拓
商
社
構
築
事
業

ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ
ウ
ン

推
進
事
業

　
　

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
作
業

効
率
維
持
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
１
名
対

応
だ
っ
た
現
場
に
２
名
で
赴
く
な
ど
、
運
用

が
変
化
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
受
注
額
も

そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

分
析
し
て
い
る
。

　
　
水
質
調
査
を
４
か
所
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
場
所
で
の
赤
潮
の
今

後
の
予
測
は
つ
け
て
い
る
の
か
。

　
　

水
質
調
査
は
実
施
し
て
い
る
が
赤
潮

の
調
査
で
は
な
い
。
し
か
し
薄
香
湾
と
古

江
湾
で
は
赤
潮
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
時

期
に
、
市
と
県
が
赤
潮
監
視
装
置
を
設
置

し
て
お
り
、漁
業
者
自
ら
も
採
水
し
関
係
機

関
が
調
査
を
し
て
い
る
。
先
行
し
て
赤
潮

が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
る
佐
世
保
市
の
水

質
デ
ー
タ
な
ど
を
見
る
こ
と
も
可
能
な
の

で
、
漁
業
者
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
赤

潮
の
発
生
を
予
測
し
て
い
る
。

　
　
既
存
の
遊
休
化
し
た
漁
協
の
共
同
利

用
施
設
な
ど
を
活
用
し
て
、
カ
ワ
ハ
ギ
の

陸
上
養
殖
が
可
能
か
検
証
す
る
目
的
の
事

業
だ
が
、
令
和
５
年
度
の
実
績
は
。

　
　

令
和
４
年
度
第
一
期
目
の
種
苗
（
稚

魚
）
搬
入
が
令
和
５
年
１
月
末
だ
っ
た
た

め
、
11
月
ま
で
実
証
試
験
を
実
施
し
、
試

験
魚
が
ど
れ
だ
け
市
場
で
評
価
が
あ
る
か

の
試
験
出
荷
を
行
う
と
と
も
に
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の
削
減
に
努
め
た
。
結

果
と
し
て
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
の
生
残

率
は
あ
る
程
度
あ
っ
た
も
の
の
、
夏
以
降

は
へ
い
死
が
多
く
、

歩
留
ま
り
は
36
％

だ
っ
た
。
現
在
は

第
二
期
目
の
種
苗

を
令
和
５
年
11
月

に
搬
入
し
養
殖
実

証
試
験
を
継
続
中

で
あ
る
。

　
　
地
場
産
品
の
販
路
開
拓
は
自
社
商
品

を
含
め
鮮
魚
、
一
次
産
品
、
加
工
品
の
販

路
を
域
外
に
広
げ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

新
商
品
の
開
発
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

新
商
品
の
開
発
は
地
域
商
社
（
平
戸

Ｄ
Ｍ
Ｃ
）に
委
託
し
て
お
り
、
原
材
料
や
ノ

ウ
ハ
ウ
は
あ
る
が
設
備
投
資
で
き
な
い
事

業
者
や
販
路
を
持
っ
て
い
な
い
事
業
者
な

ど
新
商
品
を
作
り
た
い
が
開
発
が
困
難
な

事
業
者
の
課
題
を
解
消
し
、
事
業
者
と
連

携
し
た
商
品
開
発
を
行
う
な
ど
、
平
戸
市

の
魅
力
が
高
ま
る
商
品
の
開
発
に
、
市
担

当
者
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
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令和５年度新規事業の実績は
昨今の物価高騰による事業への
影響はどうだったのか

　
　
令
和
５
年
度
の
進
捗
お
よ
び
本
事
業

に
か
か
る
計
画
書
の
策
定
状
況
は
。

　
　

令
和
５
年
度
に
国
の
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

も
行
い
な
が
ら
可
能
性
を
探
り
、「
平
戸
城

下
町
エ
リ
ア
」「
田
助
地
区
エ
リ
ア
」「
大

島
村
神
浦
地
区
エ
リ
ア
」
の
３
地
区
を
選

定
し
た
。
計
画
書
に
つ
い
て
は
、
策
定
委

員
や
３
地
区
の
地
元
住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
度
に
策
定
し
た
。

　
　
　
こ
の
３
地
区
の
住
民
が
内
容
を
し

っ
か
り
理
解
し
な
け
れ
ば
、
本
事
業
は
前

に
進
ま
な
い
。
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

地
元
住
民
や
関
係
者
に
は
事
業
の
途
中
経

過
を
説
明
し
な
が
ら
情
報
提
供
を
行
い
、

今
後
も
相
互
理
解
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
、
工
事

進
捗
な
ど
に
も
影
響
が
出
て
き
て
い
る
と

思
う
が
、
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

人
件
費
を
含
め
一
割
程
度
事
業
費
が

高
騰
し
、
対
応
可
能
な
整
備
延
長
が
短
く

な
る
な
ど
地
区
要
望
へ
の
対
応
に
も
影
響

が
出
て
い
る
状
況
。
本
事
業
は
年
々
要
望

件
数
が
増
え
て
お
り
、
要
望
の
約
半
数
は

新
規
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
地
区
間
で
の

調
整
は
難
し
い
が
、
中
に
は
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
箇
所
も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
場
合
は
他
地
区
要
望
と
も
調
整
し
つ

つ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
空
き
家
の
解
体
費
用
も
高
騰
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
中
、
現
在
の
補
助
率
や
補

助
上
限
額
で
今
後
解
体
が
進
む
の
か
懸
念

す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
を
誘
導
す

る
意
味
で
は
補
助
率
・
上
限
額
と
も
に
高

い
ほ
う
が
良
い
と
思
う
一
方
、
空
き
家
は

個
人
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
額

の
補
助
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
慎
重
に
検

討
が
必
要
。
本
市
の
補
助
上
限
額
（
80
万

円
／
件
）
は
、
県
内
他
市
町
と
比
べ
て
も

高
い
方
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
に
補
助
上

決算特別
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意
見 二

次
救
急
医
療
体
制
事
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

地
域
水
産
資
源
環
境
調
査
事
業

カ
ワ
ハ
ギ
陸
上
養
殖
実
証
試
験
事
業

道
路
単
独
改
良
事
業

空
き
家
対
策
事
業

離
島
緊
急
搬
送
支
援
事
業

産業建設文教委員会でも
視察を行いました。
産業建設文教委員会でも
視察を行いました。

限
額
を
引
き
上
げ
た
経
緯
も
あ
り
、
現
段

階
で
は
こ
の
額
が
限
度
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、

老
朽
危
険
空

き
家
が
増
え

更
な
る
対
応

が
必
要
と
な

っ
た
場
合
は
、

他
市
の
状
況

や
国
の
補
助

金
な
ど
も
考

慮
し
予
算
の

増
を
検
討
し

た
い
。

　　
　
離
島
か
ら
の
搬
送
実
績
お
よ
び
事
業

者
の
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

大
島
75
件
、
度
島
15
件
、
高
島
１
件
、

合
計
91
件
の
搬
送
実
績
で
、
協
力
事
業
者

が
５
者
あ
る
中
、
最
も
多
い
事
業
者
で
は

66
件
の
搬
送
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
搬
送
が
多
か
っ
た
事
業
者
が
今
後
対

応
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
搬
送
が
難
し

く
な
る
と
思
う
が
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　

消
防
業
務
に
関
す
る
離
島
対
策
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
議
論
し
て
い
る
。
本

事
業
も
含
め
た
離
島
対
策
に
努
め
た
い
。

とかいせん
平戸市議会だより　2025. 2. 1発行

とかいせん
平戸市議会だより　2025. 2. 1発行
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令
和
５
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上
５
類
に
移
行

し
た
が
、
ひ
ら
ど
市
民
大
学
の
受
講
者
数

は
減
少
し
て
い
る
。
同
年
策
定
さ
れ
た
第

三
期
平
戸
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
ひ
ら
ど
市
民
大
学
の
充

実
を
主
要
施
策
に
掲
げ
て
い
る
た
め
、
受

講
者
数
の
実
績
を
踏
ま
え
て
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
平
戸
市
民
生
涯
学

習
講
演
会
は
、
内
容
が
良
か
っ
た
も
の
の

参
加
者
が
少
な
く
非
常
に
も
っ
た
い
な
い

講
演
会
も
あ
っ
た
。
そ
の
広
報
の
あ
り
方

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

ひ
ら
ど
市
民
大
学
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
含
め
周
知
が
足
り
な
か
っ

た
。
今
後
、
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
講
座
を
中
心
に
据
え

つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
取
り
上
げ
、

よ
り
魅
力
あ
る
内
容
に
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
講
演
会
は
周
知
も
含
め
て
受
託

団
体
に
委
託
し
て
お

り
、
参
加
者
が
少
な

か
っ
た
講
演
会
は
周

知
活
動
が
不
足
し
て

い
た
。今
後
は
市
も
広

報
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

奨
学
資
金
貸
付
基
金

　
　

令
和
５
年
度
に
食
材
費
の
高
騰
に
対

応
す
る
た
め
、
月
額
で
小
学
生
５
０
０
円
、

中
学
生
６
０
０
円
の
増
額
と
な
る
給
食
費

改
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
決
算
を
見
る
と
、

食
材
費
に
対
し
て
、
保
護
者
が
負
担
す
る

給
食
費
が
不
足
し
て
い
る
。
現
在
も
食
材

の
高
騰
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
保
護
者
負
担
を
求
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
運
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
の
給
食
費
改
定
に
当
た

っ
て
は
、
保
護
者
の
急
激
な
負
担
増
と
な

ら
な
い
よ
う
激
変
緩
和
措
置
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
は
食
材
費
よ
り
少

な
い
決
算
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
食

材
の
高
騰
が
続
く
場
合
は
、
給
食
費
を
増

額
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
急
激
に
保
護
者

負
担
が
増
え
な
い
よ
う
な
対
策
も
併
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
貸
付
額
の
増
額
や

貸
付
対
象
者
の
範
囲
拡
大
、
貸
付
金
の
返

還
免
除
規
定
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
借
り
や

す
い
制
度
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　

こ
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
貸
付
者
が

例
年
１
〜
２
人
だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
５

年
度
は
７
人
と
な
っ
て
お
り
一
定
の
効
果

は
表
れ
て
い
る
。
今
後
も
他
の
奨
学
資
金

制
度
な
ど
の
状
況
も
見
な
が
ら
、
よ
り
良

い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

貸
付
金
の
返
還
免
除
に
つ
い
て
は
成

績
に
関
す
る
資
格
要
件
が
分
か
り
づ
ら
い

と
の
指
摘
も
あ
っ
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

な
基
準
な
の
か
。

　
　

原
則
と
し
て
在
学
中
の
最
終
学
年
１

か
年
の
成
績
証
明
書
で
確
認
し
て
お
り
、

高
等
学
校
の
場
合
は
平
均
成
績
が
評
定
５

段
階
３
以
上
。

大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
は
平

均
し
た
評
価
が

「
良
」
ま
た
は

そ
れ
と
同
等
以

上
な
ど
を
返
還

免
除
に
か
か
る

成
績
要
件
と
し

て
い
る
。

QQQ

Q Q Q

QQQ

A

A

AA

AA

AA

A AA

事業・制度の周知に関して指摘
決算を踏まえた今後の事業運営
などを問う

決算特別
委員会
レポート

意
見

意
見

学
校
給
食
管
理
運
営
事
業

市
民
大
学
開
校
事
業

生
涯
学
習
推
進
事
業

平
戸
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平
戸
市
宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計

平
戸
市
水
道
事
業
会
計

平
戸
市
交
通
船
事
業
会
計

　
　

事
業
勘
定
に
お
け
る
１
人
当
た
り
の

診
療
費
の
推
移
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
令
和
元
年
度
の
33
万
７
千
円
と
比
較
す

る
と
、
令
和
５
年
度
が
39
万
３
千
円
と
、

約
16
・
６
％
上
昇
し
て
い
る
が
、
診
療
報

酬
改
定
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

１
人
当
た
り
の
診
療
費
増
の
主
な
要

因
は
、
医
療
の
高
度
化
や
、
が
ん
な
ど
の

入
院
患
者
数
の
増
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

医
療
費
が
増
え
る
と
被
保
険
者
の

負
担
増
に
つ
な
が
る
。
特
に
前
期
高
齢
者

の
診
療
単
価
が
高
く
元
気
な
高
齢
者
づ
く

り
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
題
解
決

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
事
業
運
営
を
行

う
こ
と
。

　
　

本
会
計
は
令
和
５
年
度
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
た
が
、
今
後
の
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

（
田
平
町
深
月
免
）
の
除
草
作
業
や
枝
木

剪
定
な
ど
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
内
の
未
売
却
地
に

つ
い
て
は
、
市
が
年
に
２
〜
３
回
程
度
除

草
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の

維
持
管
理
経
費
は
令
和
６
年
度
か
ら
一
般

会
計
に
計
上
し
て
い
る
。
道
の
駅
側
の
法

面
除
草
作
業
や
、
公
園
、
集
会
用
用
地
の

管
理
に
つ
い
て
は
地
元
が
行
う
。

　
　

今
後
、
宅
地
と
し
て
の
販
売
も
並
行

し
な
が
ら
行
う
の
か
。

　
　

現
在
、
全
庁
的
に
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

販
売
残
地
の
有
効
活
用
策
を
協
議
し
て
い

る
。
今
後
宅
地
と
し
て
個
人
に
販
売
す
る

予
定
は
無
い
が
、
民
間
に
よ
る
土
地
活
用

に
際
し
て
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
土
地

販
売
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　

今
後
、
基
幹
管
路
を
更
新
し
た
場
合
、

ど
の
程
度
の
経
費
が
か
か
る
の
か
。

　
　

管
路
の
形
状
な
ど
も
あ
り
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
１
㎞
当
た
り
１
億
円
以
上

の
予
算
が
必
要
。
本
市
は
他
市
町
と
比
べ

人
口
・
水
道
事
業
の
規
模
の
割
に
、
浄
水

場
や
配
水
池
な
ど
の
施
設
が
多
く
、
そ
の

老
朽
化
対
策
も
含
め
、
今
後
10
年
間
で
約

50
億
円
程
度
の
事
業
費
が
か
か
る
と
試
算

し
て
い
る
。
今
後
全
て
の
管
路
を
更
新
し

て
い
く
の
は
非
常
に
難
し
い
た
め
、
状
況

を
見
極
め
、
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

長
期
的
ス
パ
ン
に
立
っ
て
見
通
し
を
立
て

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
時
点
で

経
営
状
況
は
悪
く
な
い
も
の
の
、
先
に
見

え
る
課
題
を
見
据
え
て
経
営
戦
略
を
見
直

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

水
道
は
市
内
の
末
端
ま
で
と
ど
け
な

け
れ
ば
な
ら
ず
簡
単
に
廃
止
は
で
き
な
い
。

人
口
減
少
の

推
移
を
見
極

め
る
と
と
も

に
、
課
題
も

あ
る
が
、
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
な
ど
も

含
め
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　
　

島
民
に
と
っ
て
は
、
船
の
運
賃
が
ど

う
な
る
の
か
不
安
な
状
況
に
あ
る
。
現
在

あ
る
利
益
積
立
金
も
数
年
で
枯
渇
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

島
民
の
交
通
手
段
と
し
て
継
続
的
な

運
航
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
人
口
減
少
に
よ
り
運
賃
収
入
も
減
っ

て
い
く
中
、
適
切
な
運
賃
設
定
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
た
め
、
具
体
的
な
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経
費
の
削
減

な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
な
が
ら
経
営
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ひらど市民大学ひらど市民大学ひらど市民大学

とかいせん
平戸市議会だより　2025. 2. 1発行
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決算特別委員会
　市の前年度の決算を審査し、認定（不認定）の結論を出すことも市議会の役割の一つです。本市で
は９月定例会において決算認定議案が提出されますが、その内容や事業効果などについてより慎重に
審査を行うため、例年９月定例会において決算特別委員会を設置し、９月定例会閉会後に本委員会に
よる決算の集中審査を行っています。

９月定例会（本会議） 閉会中
決算認定議案上程

決算特別委員会設置

12月定例会（本会議）
討論・採決

委員長報告審査 まとめ
付託



　産業建設文教委員会は、本市農業の実情を把握し、さらなる活性化を図ることを目的に閉会中の
所管事務調査を実施し、その報告書を令和６年12月定例会に提出しました。

【７月25日所管事務調査】
　本市の農業の実情を把握するため、農業振興課から、令和２年に策定した「平戸市農業振興計画」
に沿って「本市の農業振興の課題」「農業振興計画の基本方針」「基本方針実現のための取り組み」
など全般的な説明を求め、意見交換を行いました。（令和６年11月発行議会だよりvol.76に掲載）

【10月８日所管事務調査】
　本市のアスパラガス生産者および肉用牛生産者に対し現場で話を伺うとともに、畜産農家が抱え
る現状と課題について、関係者との意見交換を行いました。

【10月29日　行政視察】
　担当課からの説明や現地調査、関係者との意見交換を踏まえ、本市農業振興の喫緊の課題として
畜産業、とりわけ肉用牛生産者に対しての支援策が必要と考え「日本三大和牛」の一つに数えられ
る米沢牛の産地である山形県米沢市にて行政視察を実施しました。
〔参加者〕　委員長：綾香 良浩　　副委員長：大村 謙吾
　　　　 　委　員：池田 稔巳　井元 宏三　神田 全記　辻　賢治　針尾 直美　松尾 実　松口 茂生
〔テーマ〕　米沢牛の一貫経営について
〔概　要〕　　米沢市は、三大和牛の一つに数えられているブランド牛「米沢牛」の産地であり、米

沢市を含む３市５町からなる山形県置賜地区で、恵まれた環境と飼育農家の努力によっ
て生産されています。
　この度の視察では、この大産地の事例を参考とし、畜産（肉用牛）経営への知見を深
めるため、米沢市役所において概要の説明を受けたのち、実際に米沢牛の一貫経営（繁
殖～肥育）を行い、これまで数多くの優秀な米沢牛を輩出してきた「米沢牛いとう牧場
株式会社」に伺い、経営の状況や現状の取り組み、課題などについて意見交換を行いま
した。

　※　10月28日には、宮城県仙台市において、「不登校特例校の取り組みについて」をテーマに行政視察を実施しました。

産業建設文教委員会　所管事務調査報告【提言書の提出】
　これまでの調査を踏まえ、産業建設文教委員会として
「『本市の畜産業振興』に関する提言書」をとりまとめ、
令和６年11月25日に議長へ提出。
　同日、議長から市長に対して本提言書を提出しました。

　本市は肉用牛の産地として繁殖牛を経営する農家が多く、出荷された牛は全国的に高い評価を得て
いる。令和５年度の農林産物の販売額を見ても、販売額全体で47億6,428万1千円に対し、畜産の販売
額は21億8,258万4千円と全体の45.8％を占めており、本市農業を支える重要な産品であることがわか
る。また、平戸で肥育された牛は全国的にも高い評価を得ており、ふるさと納税の返礼品としても好
評である。
　しかしながら、少子高齢化に伴う飼養戸数の減少、ロシアのウクライナ侵攻に端を発した近年の燃
料や肥料・飼料の価格高騰による生産コストの上昇、令和４年度以降の肉用牛の国内需要の冷え込み
に伴う子牛価格の下落など、畜産業は大変厳しい状況が続いている。そのような状況の中、本市では
経営が困難となった畜産農家においては、飼養頭数の減頭などが行われており、このままでは繁殖牛
の産地の維持が非常に難しい状況となっている。
　また、畜産農家は飼料などを生産することで、耕作放棄地の発生を防ぎ、本市の農地保全に大きく
寄与しているほか、畜産農家から供給される堆肥は、水稲やアスパラガスなど他の品目で利用されて
おり、それらの生産に欠かすことができないものとなっている。さらに、道路や農地周辺の雑草を畜
産農家が牛に給与するために採草しており、農村集落の維持にも寄与している。このように畜産農家
が離農するということは、畜産だけの問題ではなく、農業全体の問題であり、畜産農家の経営安定や
持続的な畜産経営を図ることは、本市の農業を守るということでもある。
　本委員会ではこのような現状や情勢を踏まえ、本市農業の全体の振興を見据え、今後の畜産業にお
ける一層の支援・充実を図るために調査を実施した。
　このたび、調査研究をまとめ、本委員会として下記事項について提言する。

提言1：畜産業に対する財政支援及び施策
　繁殖牛産地の維持が非常に難しい状況の中、すでに畜産経営者個々の自助努力だけでは限界を超
えている状況にある。市独自の支援を実施し、畜産農家に対する負担軽減支援を早急に行うととも
に、中長期的に計画した施策も検討すること。

提言２：ＪＡとの連携及び関係機関への支援要請
　財政支援は、本市独自の取り組みだけでは困難である。ＪＡが果たす
役割も大きいため、情報共有や連携を密に行うとともに、国・県に対し
ても積極的に支援を要請すること。

提言３：肉用牛の産地を守るための対策及び支援
　肥育牛の生産量が減少することにより、肉用牛としての産地も衰退し
ていくことが懸念される。一貫生産の仕組みを形成するなど、肉用牛の
産地を守るため、市・関係機関が連携を図りながら、対策と支援を講じ
ること。

行政視察報告書の全文は、
こちらの二次元コードから
ご覧になれます

提言書を含む所管事務調査
報告書の全文は、こちらの
二次元コードからご覧にな
れます

アスパラガス生産者との意見交換と視察アスパラガス生産者との意見交換と視察 肉用牛生産者との意見交換と視察肉用牛生産者との意見交換と視察

米沢牛いとう牧場株式会社米沢牛いとう牧場株式会社米沢市役所米沢市役所

畜産関係者との意見交換畜産関係者との意見交換

「本市の畜産業振興」に関する提言書（抜粋）

とかいせん
平戸市議会だより　2025. 2. 1発行

とかいせん
平戸市議会だより　2025. 2. 1発行
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令和６年12月定例会で審議された案件（令和６年12月２日～17日）

とかいせんとかいせん

1213
平戸市議会だより　2025. 2. 1発行平戸市議会だより　2025. 2. 1発行

承　認
1 件

報 告
１ 件

議 案
27 件

承　認
1 件

報 告
１ 件

議 案
１ 件

64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109

報告番号
20

承認番号

９

93

19

8

令和５年度平戸市一般会計決算認定について
令和５年度平戸市国民健康保険特別会計決算認定について
令和５年度平戸市後期高齢者医療特別会計決算認定について
令和５年度平戸市介護保険特別会計決算認定について
令和５年度平戸市農業集落排水事業特別会計決算認定について
令和５年度平戸市宅地開発事業特別会計決算認定について
令和５年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計決算認定について
令和５年度平戸市駐車場事業特別会計決算認定について
令和５年度平戸市工業団地事業特別会計決算認定について
令和５年度平戸市水道事業特別会計剰余金の処分及び決算認定について
令和５年度平戸市病院事業会計決算認定について
令和５年度平戸市市営交通船事業会計決算認定について
平戸市印鑑条例の一部改正について
平戸市手数料条例の一部改正について
平戸市シルバーワークプラザ条例の廃止について
平戸市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
令和６年度平戸市一般会計補正予算（第７号）
令和５年度平戸市市営交通船事業会計補正予算（第３号）
指定管理者の指定について　※平戸市平戸城
指定管理者の指定について　※平戸市鄭成功記念館
指定管理者の指定について　※平戸市平戸オランダ商館1639年築造倉庫
指定管理者の指定について　※生月町元触地域交流センター
指定管理者の指定について　※生月町御崎コミュニティセンター
指定管理者の指定について　※度島交流会館
市有財産の無償譲渡について
公有水面埋立免許出願に係る意見について
平戸市教育長の任命につき同意を求めることについて

専決処分の報告について

専決処分の承認を求めることについて
（専決第９号　令和６年度平戸市一般会計補正予算（第６号））

議案番号 結　果件　　　　　　　　　　名

件　　　　　　　　　　名

件　　　　　　　　　　名

認　定
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決及び認定
認　定
〃

原案可決
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
同　意
結　果
報告済
結　果

承　認

※報告書は、議会事務局で閲覧できます。

議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 結　果

報告番号 件　　　　　　　　　　　　名 結　果

承認番号 件　　　　　　　　　　　　名 結　果

令和６年度平戸市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

専決処分の報告について 報告済

専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号　令和６年度平戸市一般会計補正予算（第４号）） 承　認

・賛否が分かれた案件はありませんでした。

令和６年11月臨時会で審議された案件（令和６年11月13日）

会派名 研修者 研修日・研修地 研修・調査内容

新
蒼
会

山田　能新
神田　全記
綾香　良浩

新
時
代

大村　謙吾
近藤　芳人
山内　貴史

新
波
ク
ラ
ブ

井元　宏三
吉福　弘実
針尾　直美

令和６年11月８日～10日
①善通寺市議会
　（香川県善通寺市）

②神山まるごと高専
　（徳島県名西郡神山町）

③直島
　（香川県香川郡直島町）

①善通寺市議会
　市議会の取り組み・議員交流・姉妹都市に学ぶ

②神山まるごと高専
　⑴建学の精神：日本で唯一起業家の育成を打ち出
　　した背景やコンセプトを学ぶ
　⑵教育カリキュラム：テクノロジーとデザインの
　　融合や、起業家精神の育成、実践的な学びの機
　　会などの教育プログラムについて
　⑶地域連携：地元企業や自治体との協力関係、
　　地域の課題解決に向けた取り組みなど、地域と
　　の連携状況を学ぶ　ほか　全寮制の環境、少人
　　数教育、学費支援、成果と課題など

③直島
　　アートの島「ベネッセハウスミュージアム」
　　「家プロジェクト」から観光を学ぶ

政務活動報告

・議案第64号から75号までの12件は、９月定例会からの継続審査案件 

・議案第94号は欠番 

・賛否が分かれた案件はありませんでした。 

　政務活動とは、市政や市政と関係性がある事柄に関する調査・研究、その他活動

に資するために必要な会派活動および議員活動のことです。

　平戸市では、この政務活動にかかる経費の一部として、会派に対し、その所属議

員数に応じて１人当たり月額１万円の政務活動費が交付されています。



QQQQ

令和６年12月定例会

一 般 質 問

12月定例会では、12月４日～６日の日程で一般質問が行われ、９人の議員が登壇。
現在展開されている事業の内容、行政課題への対応策や今後の計画・進捗について
市の考えを質すほか、市政運営全般について議論が交わされました。
　　　（各議員タイトル下の二次元コードから録画放送をご覧になれます）
　　　（各議員の所属会派名は一般質問時点のものです）

12月定例会では、12月４日～６日の日程で一般質問が行われ、９人の議員が登壇。
現在展開されている事業の内容、行政課題への対応策や今後の計画・進捗について
市の考えを質すほか、市政運営全般について議論が交わされました。
　　　（各議員タイトル下の二次元コードから録画放送をご覧になれます）
　　　（各議員の所属会派名は一般質問時点のものです）

意
見

意
見

意
見

意
見

●
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
を

●
子
ど
も
た
ち
に
多
様
な
学
び
の
提
供
を

●
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を

針
尾　

直
美
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

　
　

平
戸
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
進
捗
状

況
及
び
達
成
率
が
低
い
項
目
に
つ
い
て
そ
の

原
因
は
何
か
。

財
務
部
長　

目
標
を
達
成
し
て
い
る
項
目
が

あ
る
一
方
、
市
の
審
議
会
や
防
災
会
議
の
女

性
登
用
率
な
ど
４
項
目
に
つ
い
て
は
、
目
標

値
の
60
％
に
満
た
な
い
達
成
率
と
な
っ
て
い

る
。
委
嘱
す
る
委
員
が
役
職
に
よ
る
選
出
と

な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
原
因
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
法
に
、
地
方
自
治

体
も
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
取
り
組
む
よ
う
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

平
戸
市
の
取
組
状
況
は
。

財
務
部
長　

現
在
、
直
接
的
な
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
　

現
在
の
平
戸
市
に
お
け
る
不
登
校
児

童
・
生
徒
数
は
。

教
育
長　

市
内
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
は
、

小
学
校
で
13
名
、
中
学
校
で
19
名
。
年
度
ご

と
に
増
え
続
け
て
い
る
。

　
　
　

従
来
の
「
学
校
」
と
言
う
概
念
に
縛

ら
れ
ず
、
多
様
な
学
び
が
で
き
る
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

大
学
生
に
平
戸
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
受
入
環
境

整
備
に
対
す
る
考
え
方
は
。

財
務
部
長　

受
入
れ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
随
時
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

要
請
が
あ
っ
て
動
く
の
で
は
な
く
、

基
本
的
な
環
境
整
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
選

ば
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
考
え
る
。
効
果

的
な
投
資
を
期
待
す
る
。

QQQQ

QQQQ

　
　

新
市
制
施
行
約
20
年
近
く
が
経
過
し
た

現
在
、
本
市
の
財
政
状
況
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

市
長　

平
成
18
年
３
月
６
日
に
財
政
危
機
宣

言
を
行
い
、
経
常
経
費
の
削
減
な
ど
、
財
政

健
全
化
を
図
っ
た
。
現
在
、
財
政
運
営
に
お

け
る
一
定
の
健
全
化
は
保
た
れ
て
い
る
。

財
政
構
造
は
、
国
県
支
出
金
、
地
方
交
付
税

な
ど
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
が
、
今
後
も

健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

第
２
次
財
政
健
全
化
計
画
の
後
期
プ
ラ

ン
が
満
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
計
画
を

策
定
し
て
い
る
の
か
。

財
務
部
長　

第
２
次
財
政
健
全
化
計
画
後
期

プ
ラ
ン
の
期
間
満
了
年
度
の
令
和
５
年
度
以

降
の
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。

　
　

当
面
は
策
定
し
な
い
と
い
う
理
解
で
い

い
か
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
等
も
改
善

さ
れ
て
い
る
、
公
債
費
の
負
担
は
、
合
併
以

前
や
合
併
直
後
と
比
較
し
て
負
担
に
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
理
解
で
い
い
か
。

財
務
部
長　

そ
の
と
お
り
。

　
　

基
金
の
保
有
額
が
大
き
く
変
化
し
、
合

併
直
後
の
43
億
円
か
ら
１
４
３
億
円
と
３
倍

以
上
に
増
え
て
い
る
。
特
に
、
財
政
調
整
基

金
・
減
債
基
金
の
保
有
の
目
安
は
標
準
財
政

規
模
（
通
常
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
目

安
）
の
10
〜
20
％
と
言
わ
れ
て
い
る
が
（
令

和
４
年
度
末
で
）
46
％
に
も
な
っ
て
い
る
。

数
値
目
標
の
設
定
根
拠
は
。

財
務
部
長　

財
政
調
整
基
金
は
標
準
財
政
規

模
の
20
％
、
減
債
基
金
は
市
債
残
高
の
10
％

程
度
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

基
金
が
貯
ま
り
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、（
基
金
を
）
課
題
解
決
に
使
う
べ

き
と
考
え
る
。
市
が
抱
え
て
い
る
課
題
、
早

急
に
解
決
す
べ
き
課
題
は
何
か
。

財
務
部
長　

人
口
減
少
や
少
子
化
対
策
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
対
策
、
公
共
施
設
の
適
正

管
理
対
策
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　

自
治
体
に
は
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を

踏
む
べ
き
と
き
が
あ
る
。
課
題
解
決
の
た
め

に
早
く
手
を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

慎
重
に
財
政
等
出
動
し
な
が
ら
、
経

済
活
性
化
も
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

　
　
　

自
治
体
の
役
割
は
、
利
益
を
追
求
す

る
こ
と
で
も
お
金
を
貯
め
る
こ
と
で
も
な
い
。

市
民
の
福
祉
の
向
上
や
増
進
と
い
う
の
が
目

的
で
あ
り
、
課
題
が
あ
れ
ば
早
く
解
決
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
早
め
に
手
を
打
つ
。
課
題

解
決
の
た
め
に
（
有
効
に
）
基
金
を
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

●
地
域
振
興
（
基
幹
産
業
の
発
展
な
ど
）
と

　

健
全
財
政
の
両
立
に
つ
い
て

　
吉
住　

龍
三
（
政
和
会
）

12月定例会12月定例会12月定例会一般質問一般質問一般質問

●
益
冨
捕
鯨
創
業
３
０
０
年
に
つ
い
て

●
平
戸
ア
ゴ
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

●
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

井
元　

宏
三
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

Ｑ　

令
和
７
年
度
は
、
益
冨
家
に
よ
る
捕
鯨

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
３
０
０
年
、
島
の
館
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
30
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
と

な
る
が
、
平
戸
市
と
し
て
は
こ
れ
ら
を
記
念

し
た
事
業
は
考
え
て
い
る
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

令
和
７
年
は
、
益
冨

捕
鯨
の
創
業
３
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
ま
た
、

生
月
町
博
物
館
島
の
館
開
館
30
周
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
の
館
に
お
い

て
益
冨
捕
鯨
の
歴
史
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
、
益
冨
家
の
貴
重
な
資
料
を
展
示

す
る
企
画
展
な
ど
、
３
０
０
周
年
を
記
念
し

た
企
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　　
　

平
戸
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
２
号
店
が
１

月
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
と
聞
い
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
進
め
る
上
で
、
多
店
舗
展

開
に
よ
っ
て
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強

化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い

る
が
、
３
号
店
の
出
店
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

現
時
点
で
は
、
令
和

７
年
１
月
に
２
号
店
の
開
設
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
２
号
店
の
売
上
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
３
号
店
を
出
店
す
る
と
い

う
具
体
的
な
構
想
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

平
戸
産
品
の
首
都
圏
で
の
販
売
戦
略
を
考
え

る
と
、
販
路
拠
点
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で

平
戸
産
品
の
流
通
経
路
の
拡
大
や
消
費
の
掘

り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
の
で
、
３
号
店
含
め

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

繁
殖
農
家
の
減
少
、
加
え
て
農
協
が
肥

育
事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
で
、
平
戸
産
の

牛
の
供
給
量
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
肉
用
牛
の
一
貫
経
営
が
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
戸
市

と
し
て
一
貫
経
営
に
消
極
的
で
は
な
い
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

現
在
、
肥
育
経
営
を
支
援

す
る
た
め
、
肥
育
素
牛
の
導
入
補
助
（
10
万

円
／
頭
）
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
貫
経

営
に
は
、
販
売
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
、
肥

育
牛
舎
の
整
備
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、
ま

た
、
肥
育
期
間
が
約
２
年
か
か
る
た
め
、
そ

の
間
の
餌
代
な
ど
、
多
額
の
運
転
資
金
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
資
金
力
が
な
い
と
取

り
組
め
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
、
積
極
的

な
推
進
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

今
後
は
、
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
金
融
機
関
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

QQ

QQQQ
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国
道
３
８
３
号
線
迎
紐
差
地
区
な
ど
急

カ
ー
ブ
地
区
が
数
か
所
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
交
通
危
険
区
域
の
早
期
着
手
要
望

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

建
設
部
長　

県
管
理
の
た
め
地
区
か
ら
の
要

望
を
受
け
県
に
進
達
し
て
い
る
。

　
　

国
県
道
は
、
市
民
も
使
用
す
る
道
で
あ

る
。
長
期
計
画
が
あ
っ
て
部
分
改
良
が
行
な

わ
れ
て
き
た
と
考
え
る
が
、
志
々
伎
の
起
点

か
ら
平
戸
の
終
点
ま
で
の
完
成
見
込
み
を
ど

う
考
え
る
か
。

建
設
部
長　

県
管
理
の
た
め
回
答
で
き
な
い
。

　
　

先
月
11
月
１
日
に
国
土
交
通
省
が
法
案

の
一
部
を
改
正
し
「
二
地
域
居
住
」
を
促
進

す
る
方
針
を
示
し
た
が
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

財
務
部
長　

国
が
作
成
し
た
地
方
公
共
団
体

向
け
二
地
域
居
住
等
施
策
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
、「
主
な
生
活
拠
点
と
は
別
の
特
定
の
地

域
に
生
活
拠
点
を
設
け
る
暮
ら
し
方
」で
、

３
拠
点
以
上
の
居
住
形
態
と
な
る
も
の
も
含

め
た
二
地
域
居
住
等
を
推
進
し
て
い
く
制
度
。

　
　

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
拠
点
を
持

つ
こ
と
な
ど
地
方
の
人
口
増
加
の
対
策
に
向

け
た
「
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
法
」

の
方
針
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

財
務
部
長　

二
地
域
等
居
住
者
向
け
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
、
市
町
村

の
実
情
を
踏
ま
え
た
居
住
環
境
整
備
の
取
り

組
み
に
対
す
る
制
度
的
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
、
二
地
域
居
住
等
の
促
進
を
盛
り

込
み
、
法
律
を
一
部
改
正
し
公
布
・
施
行
さ

れ
た
制
度
。

　
　

商
工
物
産
課
の
取
り
組
み
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

二
地
域
居
住
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
は
な
い
が
、
平
戸
市
オ
フ

ィ
ス
開
設
支
援
事
業
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
系
企

業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

指
定
学
校
制
度
が
根
本
に
あ
る
が
、

体
験
的
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
受
け

入
れ
は
十
分
可
能
。

建
設
部
長　

空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
を

指
定
す
る
こ
と
で
、
二
地
域
居
住
を
目
的
と

し
た
空
き
家
利
活
用
希
望
者
に
対
し
、
住
ま

い
や
拠
点
確
保
の
面
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
支
援
が
可
能
。

　
　

前
回
の
一
般
質
問
で
は
公
有
財
産
の
施

設
を
活
用
し
た
オ
フ
ィ
ス
系
企
業
の
誘
致
に

対
し
後
ろ
向
き
だ
っ
た
が
、
今
後
二
地
域
居

住
の
推
進
を
ど
う
考
え
る
か
。

財
務
部
長　

各
課
で
現
在
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
が
二
地
域
居
住
の
取
り
組
み
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
。
交
流
人
口
の
拡
大
や

滞
在
し
た
二
地
域
居
住
者
が
本
市
に
移
住
す

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
考
え
る
。
関

係
各
課
と
も
協
議
し
検
討
す
る
。

QQQQQQQQ

QQQQQQ

　
　

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け

て
雨
が
降
り
続
き
、
高
越
町
の
山
頂
部
付
近

か
ら
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
、
県
道
平
戸
田
平

線
が
崩
壊
し
て
道
路
が
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
た
。
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
も
含
め
て

ど
う
い
っ
た
対
応
を
取
る
の
か
。

市
長　

本
県
道
は
、
生
月
地
区
や
平
戸
島
北

部
と
中
部
地
区
を
つ
な
ぐ
西
海
岸
の
幹
線
道

路
で
、
路
線
バ
ス
の
運
行
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
高
越
地
区
住
民
の

生
活
、
営
農
の
た
め
の
基
幹
道
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
日
で
も
早
く
迅
速
に
災
害
復

旧
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
と

連
携
し
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　

生
活
道
路
で
あ
り
、
通
勤
、
通
学
道
路

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
、
支
援
を
す

る
の
か
。ま
た
、今
後
災
害
も
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
と
地
元
と
の
一
定
の
ル
ー
ル
作
り
が
必
要

と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

効
率
的
な
運
行
と
な
る
よ
う
路

線
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
市
ふ
れ
あ
い
バ

ス
を
連
携
さ
せ
、
11
月
18
日
か
ら
新
た
な
体

制
で
運
行
さ
せ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長　

災
害
復
旧
事
業
に
申
請
予

定
で
あ
り
、
今
月
中
に
国
の
査
定
を
受
け
る

予
定
で
あ
る
。
災
害
復
旧
事
業
に
該
当
し
な

い
地
元
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
用
水
路

の
災
害
箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
農
業
農

村
整
備
事
業
で
対
応
の
予
定
。

　
　
　

地
元
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
生
活

に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
地
元
に
寄
り
添
っ

た
行
政
の
対
応
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
の
対
応
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

市
民
生
活
に
関
わ
る
衛
生
環
境
（
し
尿

処
理
、
ご
み
収
集
業
務
）
の
現
状
と
問
題
・

課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
民
生
活
部
長　

ご
み
の
搬
入
量
、
し
尿
の

搬
入
量
と
も
に
人
口
減
少
に
伴
い
今
後
減
少

し
て
い
く
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　

暑
い
と
き
や
寒
い
と
き
、
雨
の
日
も
風

の
日
も
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

中
で
、
私
た
ち
の
衛
生
環
境
は
守
ら
れ
て
い

る
。
近
年
、
人
手
不
足
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
人
材
確
保
、
車
両
の
更
新
な
ど

の
支
援
は
、
安
定
し
た
事
業
の
継
続
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
民
生
活
部
長　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
上
、

市
町
村
の
責
務
で
あ
る
。
収
集
、
運
搬
業
務

を
担
う
事
業
者
等
と
の
協
議
の
上
、
安
定
し

た
一
般
廃
棄
物
処
理
体
制
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

●
県
道
平
戸
田
平
線
の
大
規
模
災
害
に
つ
い
て

●
市
民
生
活
に
関
わ
る
衛
生
環
境
の
現
状
と

　
こ
れ
か
ら
の
問
題
課
題
に
つ
い
て

各議員の二次元コードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

●
道
路
の
安
全
対
策
と
維
持
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

●
二
地
域
居
住
に
つ
い
て

大
村
　
謙
吾
（
新
時
代
）

松
尾
　
実
（
政
和
会
）

12月定例会12月定例会12月定例会 一般質問一般質問一般質問
文責はいずれも本人です。

QQ

意
見

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
定
住
人
口
対
策
に
つ
い
て

●
妊
婦
の
宿
泊
費
・
交
通
費
に
つ
い
て

●
新
規
就
農
者
の
現
状
お
よ
び
地
域
計
画
に
つ
い
て

吉
福
　
弘
実
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

　
　

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は
三
大
イ
ン
フ
ラ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の
水
道
管
の
延
長

は
７
０
４
㎞
あ
る
が
、
更
新
費
用
、
維
持
管

理
費
お
よ
び
漏
水
事
故
の
現
状
は
。

水
道
局
長　

給
水
人
口
が
年
間
５
〜
６
０
０

人
程
度
減
少
し
て
い
る
。
老
朽
化
も
進
み
資

材
の
高
騰
も
あ
り
、
今
後
10
年
で
50
億
円
が

必
要
と
な
る
。
漏
水
事
故
も
令
和
５
年
80
件
、

有
収
率
も
78
％
と
低
下
し
て
い
る
。

　
　

耐
用
年
数
を
超
え
た
管
、
ま
た
老
朽
化

し
た
管
の
更
新
状
況
は
。

水
道
局
長　

管
路
更
新
は
過
去
３
年
で
年
平

均
３
・
５
㎞
。
財
源
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

か
ら
更
新
率
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

建
設
課
の
イ
ン
フ
ラ
、道
路
９
１
３
㎞
、

橋
り
ょ
う
２
８
６
か
所
、
ト
ン
ネ
ル
２
か
所

を
有
す
る
が
、
点
検
、
整
備
の
状
況
は
。

建
設
部
長　

橋
り
ょ
う
や
ト
ン
ネ
ル
は
点
検

基
準
が
法
定
化
さ
れ
、
５
年
に
１
回
目
視
点

検
。
現
在
３
巡
目
の
点
検
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
　

妊
婦
の
健
診
に
関
す
る
交
通
費
、
超
音

波
検
査
料
、
事
前
の
宿
泊
費
な
ど
出
産
に
つ

い
て
個
人
負
担
が
か
か
ら
な
い
施
策
を
。

福
祉
部
長　

出
産
の
折
の
事
前
宿
泊
に
つ
い

て
離
島
以
外
の
方
も
同
様
の
制
度
設
計
を
検
討
中
。

市
長　

出
産
以
前
の
健
診
、
出
産
後
の
ケ
ア

包
括
的
に
妊
婦
を
守
り
、
不
利
益
を
得
な
い

形
で
考
え
て
い
く
。

　
　

令
和
元
年
以
降
38
人
の
就
農
者
が
い
る
。

新
規
就
農
者
へ
の
経
営
指
導
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

市
、
農
協
、
県
で
組
織
す

る
営
農
総
合
指
導
チ
ー
ム
会
で
面
談
、
生
産

技
術
や
経
営
向
上
の
た
め
指
導
を
し
て
い
る
。

ま
た
個
人
ご
と
に
出
荷
販
売
成
績
を
確
認
し

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
制
度
で
地

域
計
画
を
作
成
中
だ
が
、
座
談
会
で
の
意
見

を
踏
ま
え
今
後
の
活
用
法
は
。

農
林
水
産
部
長　

10
年
度
の
耕
作
者
を
示
し

た
目
標
地
図
を
作
成
し
新
た
な
受
け
皿
と
な

る
耕
作
者
を
探
す
。
こ
の
目
標
地
図
を
活
用

し
効
率
的
な
農
地
利
用
を
目
指
す
。

　
　

人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と
し
て
移
住
定

住
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
移
住
定
住
環
境
整

備
事
業
、
定
住
促
進
対
策
事
業
な
ど
の
事
業

は
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
関

係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

財
務
部
長　

制
度
創
設
か
ら
６
０
０
人
を
超

え
る
移
住
実
績
。
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
検

討
す
る
。
都
市
部
に
拠
点
を
置
き
本
市
で
働

い
て
も
ら
う
。
大
学
と
の
連
携
に
よ
っ
て
学

生
が
行
き
来
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
将
来
的

な
関
係
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

QQQQQQ
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●
本
市
の
が
ん
検
診
事
業
に
つ
い
て

●
平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー
で
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ

　
菌
検
出
に
つ
い
て

松
口
　
茂
生
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

Ｑ　

が
ん
検
診
事
業
の
重
要
性
と
今
後
の
進

め
方
は
。

市
長　

早
期
に
が
ん
を
発
見
・
治
療
す
る
事

が
、
が
ん
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
も

重
要
で
、
多
く
の
市
民
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
は
、

い
き
い
き
平
戸
21
（
第
三
次
）
平
戸
市
健
康

づ
く
り
計
画
を
作
成
し
各
種
団
体
・
事
業
所

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
受
診

勧
奨
・
が
ん
検
診
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
た
い
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ひ

ら
ど
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｉ
お
よ
び
平
戸
ア
ネ
モ
ネ

会
と
の
連
携
は
。

市
民
生
活
部
長　

両
団
体
に
よ
る
主
催
事
業

で
の
連
携
に
加
え
、
が
ん
の
経
験
者
の
声
を

多
く
の
市
民
に
聞
い
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
行
く
。

　
　

受
診
率
向
上
に
向
け
て
市
内
で
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
検
診
車
の
召
致
お
よ
び
初
め
て
検

診
を
受
け
る
方
等
に
市

内
で
使
え
る
商
品
券
を

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

検
診

車
の
召
致
に
つ
い
て
は

健
康
事
業
団
と
も
協
議

の
上
検
討
し
た
い
。
初

め
て
検
診
を
受
け
る
方
な
ど
に
対
す
る
特
典

は
議
員
提
案
の
内
容
も
参
考
に
今
後
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

学
校
で
の
が
ん
教
育
に
つ
い
て
、
文
部

科
学
省
の
事
業
で
外
部
講
師
を
活
用
し
た
が

ん
教
育
と
現
代
的
な
健
康
課
題
理
解
増
進
事

業
の
今
後
本
市
で
の
活
用
は
。

教
育
長　

検
診
の
重
要
性
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。
各
学
校
の
授
業
時
間
数
の
確
保
で
き

る
範
囲
で
推
進
出
来
る
よ
う
学
校
に
対
し
て

事
業
の
周
知
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　

基
準
値
を
超
え
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
検
出

で
の
住
民
へ
の
影
響
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

10
月
７
日
か
ら
25
日

ま
で
の
19
日
間
閉
鎖
し
た
事
の
よ
り
ホ
テ
ル

や
温
泉
配
送
業
者
・
個
人
利
用
者
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
安
定
的
な
温
泉
の
提

供
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
衛
生
管
理
に
努

め
た
い
。

　
　

給
湯
セ
ン
タ
ー
は
開
設
後
24
年
が
経
過

し
て
い
る
。
全
体
的
な
改
修
も
検
討
時
期
だ

と
思
う
。
特
に
菌
が
検
出
さ
れ
た
貯
湯
槽
等

は
早
急
に
改
修
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

早
急
な
取
替
工
事
は

必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
の
実
施
計
画

に
お
い
て
貯
湯
槽
等
の
取
り
替
え
工
事
を
計

上
し
予
算
化
に
て
対
応
す
る
。

QQQQQQ

QQQQQQ
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旧

定数５

委 員 長　 　針尾　直美
副委員長　　松口　茂生
委　　員　　綾香　良浩
委　　員　　池田　稔巳
委　　員　　山内　貴史

― 委　　員　　松尾　実

【 議会広報特別委員会の定数変更および委員の選任 】
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Ｑ
　
今
後
も
急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
率

の
上
昇
に
対
し
、
二
つ
の
市
立
病
院
が
ど
の

よ
う
な
形
態
で
医
療
提
供
を
行
っ
て
い
く
の

か
。
適
正
な
医
療
規
模
や
診
療
体
制
の
方
向

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
市
長
に

尋
ね
る
。

市
長
　
市
立
病
院
の
地
域
医
療
に
お
け
る
役

割
や
、
民
間
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
本
市
に
お
け
る
医
療
提
供

体
制
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
お
よ
び
市
立
病

院
の
再
整
備
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
令
和
６
年
９
月
議
会
に
お
い
て

条
例
案
を
審
議
い
た
だ
き
、
平
戸
市
に
お
け

る
医
療
提
供
体
制
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
た
。

　
　

将
来
人
口
の
推
移
が
さ
ら
に
減
少
に
転

じ
る
状
況
に
あ
っ
て
両
病
院
を
現
状
の
ま
ま

で
維
持
す
る
の
は
非
常
に
困
難
と
予
想
さ
れ

る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

人
口
減
少
に
伴
う
医
療

需
要
の
縮
小
に
よ
り
、
医
業
収
益
も
減
少
す

る
。
そ
れ
に
応
じ
た
経
営
規
模
の
縮
小
、
い

わ
ゆ
る
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
減
少
率
が
大

き
い
の
は
、
働
き
世
代
の
生
産
年
齢
人
口
で
、

そ
の
人
口
が
減
っ
て
い
る
た
め
に
働
き
手
が

い
な
く
な
る
。
つ
ま
り
医
師
や
看
護
師
、
技

術
者
な
ど
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
今
以
上
に
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。こ

れ
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
提
供
体
制
を
再
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
回
の
教
育
長
人
事
に
お
け
る
調
整
不

足
で
議
会
へ
の
人
事
案
件
提
出
を
取
り
下
げ

た
原
因
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
反
省
点
と
再

発
防
止
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
は
平
戸
市
の
未
来
を
支
え
る
根
幹
で
あ

り
市
民
の
信
頼
を
損
な
わ
な
い
人
事
プ
ロ
セ

ス
が
求
め
ら
れ
る
。
市
長
の
誠
実
な
反
省
の

弁
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
　
本
来
で
あ
れ
ば
、
11
月
13
日
に
臨
時

議
会
を
招
集
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ

の
と
き
に
新
し
い
教
育
長
の
同
意
議
案
を
提

出
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
日

ま
で
に
議
会
か
ら
賛
成
多
数
が
得
ら
れ
に
く

く
な
っ
た
と
の
情
報
が
伝
わ
り
、
当
該
者
か

ら
辞
退
す
る
と
の
申
し
出
を
受
け
、
議
案
を

取
り
下
げ
た
こ
と
は
大
変
申
し
訳
な
く
反
省

し
て
い
る
。
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
中
立
公

平
に
、
多
く
の
保
護
者
も
含
め
た
学
校
関
係

者
の
賛
同
を
得
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

QQQQ

QQ

　
　

国
指
定
名
勝
棲
霞
園
は
所
有
者
様
の
ご

意
思
に
よ
り
市
に
譲
渡
す
る
話
が
進
ん
で
い

る
と
聞
く
。
本
市
に
と
っ
て
未
来
に
引
き
継

ぐ
べ
き
大
事
な
宝
で
あ
る
の
で
し
っ
か
り
対

応
し
て
ほ
し
い
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

棲
霞
園
は
平
戸
松
浦

家
35
代
煕
公
が
憩
い
の
場
と
し
て
作
庭
さ
れ

た
。
平
成
24
年
に
文
化
庁
の
調
査
官
が
棲
霞

園
を
訪
れ
た
際
に
国
指
定
申
請
の
打
診
が
あ

り
、
市
が
所
有
者
と
協
力
し
て
後
世
に
残
し

て
い
く
こ
と
を
文
化
庁
と
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
所
有
者
が
国
指
定
と
し
て
の
体
裁
を

維
持
で
き
な
く
な
っ
た
際
は
、
そ
の
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
支
援
す
る
よ
う
文
化
庁
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
。
正
式
な
書
類
の
提
出
後

に
市
内
部
で
協
議
し
、
決
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
。

　
　

今
般
の
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
値
上
げ

は
い
た
し
か
た
な
い
が
、

市
内
３
高
校
へ
の
通
学

費
の
影
響
は
。

総
務
部
長　

１
か
月
の

通
学
費
（
往
復
定
期
代
）

は
大
ま
か
に
表
１
の
と

お
り
。

　
　

次
期
平
戸
市
地
域

公
共
交
通
計
画
に
向
け

て
中
高
生
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
そ
う
だ
が
ど
ん
な
意
見
が
あ
り
、

ど
う
反
映
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

路
線
バ
ス
や
ふ
れ
あ
い
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
生
徒
が
約
４
割
。
要
望
は
、

運
行
本
数
の
増
加
が
約
７
割
、
料
金
を
安
く

す
る
が
約
４
割
。
公
共
交
通
が
な
く
な
る
と

通
学
に
利
用
で
き
る
交
通
手
段
が
な
く
な
る

と
の
回
答
が
約
２
割
。
最
良
の
計
画
と
な
る

よ
う
関
係
者
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　

県
の
通
学
支
援
補
助
制
度
の
概
要
は
。

総
務
部
長　

公
立
高
校
の
通
学
支
援
補
助
金

は
、
県
内
居
住
で
県
が
定
め
る
学
区
内
通
学

者
を
前
提
と
し
、
①
親
権
者
が
市
県
民
税
非

課
税
者
、
ま
た
は
②
定
期
券
月
額
が
３
万
円

以
上
の
者
が
支
給
対
象
。
補
助
額
は
①
で
定

期
月
額
か
ら
控
除
基
本
額
１
万
２
千
円
を
差

し
引
い
た
額
。
②
は
要
し
た
額
か
ら
１
万
２

千
円
を
差
し
引
き
、
超
え
る
金
額
の
２
分
の

１
の
額
。

　
　

現
実
に
は
②
の
該
当
者
は
限
ら
れ
、
月

額
３
万
円
弱
の
運
賃
を
負
担
す
る
ケ
ー
ス
は

多
い
。
条
件
緩
和
を
要
望
で
き
な
い
も
の
か
。

早
い
対
応
が
望
ま
れ
る
。

市
長　

昨
今
の
物
価
上
昇
を
鑑
み
る
と
今
の

対
応
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識
す
る
。
市
単

独
で
何
が
で
き
る
か
部
内
で
協
議
し
た
い
。

市
長
会
等
で
も
問
題
を
共
有
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
県
や
国
に
訴
え
て
い
く
。

●
国
指
定
名
勝
棲
霞
園
の
今
後
に
つ
い
て

●
高
校
生
の
通
学
運
賃
高
騰
対
策

各議員の二次元コードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

●
過
疎
地
域
に
お
け
る
市
立
病
院（
２
カ
所
）の

　

将
来
像
に
つ
い
て

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

竹
山　

俊
郎
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

近
藤　

芳
人
（
新
時
代
）

12月定例会12月定例会12月定例会 一般質問一般質問一般質問
文責はいずれも本人です。
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松浦市と共同で設置している北
松北部環境組合において、本市
議会から議長のほか４名の議員
が同組合議会議員に選任されて
おり、同組合の事業計画、予算・
決算に関わることなどを審議し
ています。

議会だよりの発行を中心に、議
会活動の周知やその調査・研究
を主な任務としています。

同　　左
〃
〃
〃
〃
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議会構成の変更について（お知らせ）
　令和６年12月17日付で、下記のとおり議会の構成に変更がありましたので

お知らせします。

旧 新

政和会
（せいわかい）

政和会
（せいわかい）

創政ひらど
（そうせいひらど）

◎　辻　　賢治
　　池田　稔巳
　　松尾　　実
　　松本　正治
　　山内　政夫
　　吉住　龍三

◎　辻　　賢治
　　池田　稔巳
　　山内　政夫

◎　松尾　　実
　　松本　正治
　　吉住　龍三

（◎は代表者）

会派とは、市議会の中で結成された、同じ主義・主張をもった議員で
結成される同志的集まりのことをいいます。

旧 新
松本 正治 同 左

池田 稔巳 〃

松尾 実 〃

吉福 弘実 〃

（欠 員） 山内 貴史

新

定数６

【 北松北部環境組合議会議員の欠員補充 】

【 議会会派の結成および変更 】


